
雨森芳洲著『交隣提醒』について－その1

邑　　　満

OnThe’’K6RINTEISEI”（交隣提鮭）byAMENOMORIHoshu

l　はじめに

2．著名雨森芳洲について

3．解題『交隣捉醒』

1．はじめに

日本と朝鮮は、太【上「の酌から海峡を隔てた・衣儒水の関係であり、有史以来、

人と物が織りなす丙胸の関係であった。唇菌の関係とは、互いに利害関係を維

持しながら相互補完の関係にあるが、一方に擬古が′巨じれは必ず他山こ胃が及

ぶl菊係でもある。

しかし悲しいかな、両国は削ヒアノアの政治力学の洞しいで、帖には力の均衡

を崩し、はは二千竹こ亘る友好閲係を維持しながらも、円本と朝鮮は中岡の華

（中心）と夷（周辺）閲係を余儀なくされた。こうして朝即は永く両国の狭間

で陸の要塞の役割を果たささるを得なかった。

時代は下って豊口秀吉による瑚維侵略は、朝鮮を足掛かりにした明国への膨

張覇権主義のなせる侵略戦争であったが、その後、政権を掘った徳川家康は善

隣友好の外交政策を跡プ朝鮮との善隣幡衡こ努めた。このことはrl＿戸時代に12

回に自るいわゆる　r朝鮮通ィ．．便」の往来か物語る（，

その時にrJJコから対馬掛こ日え、対柳釘外交に努めた対馬藩濡l雨森方洲

（1668～1775）がいた。雨森芳洲は、江戸申刺の儒学者として、また対馬肱に

おける対朝鮮の外交官、制鮮譜研究岩、教育省として、1時としては稀有な国

際感覚を見えた人物であったが、近世以降長く日本の歴史の中で脚光を浴びる

ことなく忘れ去られた人物でもあった。ところか1990年5月、韓同の感奉愚大
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lIJ森芳洲著『交隣提酢』について－その1（呉）

統領が国富として訪Rした折、宮中晩餐会での挨拶の中で、「‥270咋前、朝

鮮との外交に携わった雨森芳洲は、“誠意と信義の交際”を信条としたと伝え

られています。被の相手役であった朝鮮の玄徳潤は、東掛こ誠信骨を建て日本

の使節をもてなしました。今後我々の両国関係もこのような相可尊重と一躍解の

lに、八lUJのfLH盈1と仙値を目指して発展するでありましょう。　」と述へ、

雨森ム洲について言及することによって、月州は一躍、l沌糾相国で脚光を俗ひ

ることになった。韓回はもとより日本でも一部の関係桁を除いて全くと言って

いいほと知られていなかった人物であった。

本稿で扱う　交隣揖酢』は、1728てl（ナ保13）、雨森芳洲が61歳の峠に氏の

Jく叶にいる対朝酎外交の体験を踏まえ、立う時の対馬歯［宗義誠に献じた朝郎外

交の心得吾で、櫓調．笥いl勺容を†Jする方洲の代表著作の一つである。

本吉の内容についての詳細は後述するとして、木．JF（韓国国史編纂委員会所

蔵本の『交l桃捉酬』）の完全な現代日本語訳は本稿が喘矢であることを記して

おく。

2．著者雨森芳洲について

l雨森芳州軌阻資料調査報告烏」（滋賀県数百委員会編集、平成ノ、年刊）に

よれは、芳洲は電文8（1668）て15ノ」17Uに／仁まれた。生誕地については、京

都とする説がある。車揉、rl戸時代の書物では、芳洲を「頁師の人」とか；平

安の人」と記している。将に江い後期の『尤搾胤炎』（1816）では、芳洲のこ

とをいl′安の人、或いは伊勢の人と口う」とある。おそらく、この記述が『人

日本人宮．軌rF』（1弧ユ）におけるトト′女の人、或いは口う、イJl勢の人」の根拠

になったと思われる。

一方、九州と剛■1の新井白石は「停雲集』の申で芳洲を紹介して、l雨森東、

川′川易、榊巾の人、其姓橘、［三芳洲、（中嶋）風神秀朗、才弁該博、先生称為

後進領袖」と称している。

また、1709（黒永6）イ14月Gl廿ナで芳洲が五島扶舘に送った占師こ「祖父、

祖母、什l父、板父、両親の姉か闇の小河通本でチ寺トル町の報恩寺という寺
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にあり、一族ことことくIrlL縁か絶えて、棋蚕うるのは「1分　人になった」との

内容をしたためている。）この11手簡から、r′り断するl眠りでは、芳洲が幼少別に祖父

母や両税と共に貞恥こ移一）て来たのか、それとも京紬こ／1まれたのかは明らか

ではない。

ところが、対馬の中川楽邦が一缶政6年（1860）に著した閉書集『楽郊紀聞』

の中に、「雨森先生は、血Tllミlの年れ此　幼して父に後れ、母に宵らる。）頗る

母徳あり。幼少荘川■†よりで問を勧め、木卜先生には一一41許りの道程を、母儀ム

ツ時比に伴ひflき、Lツ時i勘こ迎ひに参られけるよしっ（中略）天心＝　丁毎

l月⊥U、永留藤左衛門、両森家に伝ふるL】占山とそ，（以下、略）lと伝わると

のことである。

芳洲の生家跡とされる現「東7ノア交流ハウス・雨森芳洲俺」飢■江くの、r′井茂

彦氏に、2004年秋、筆打が現地を訪ね確認したところに依れば、本棺地の近r】

国伊香郡l持森に生れ8歳にして故郷を維れ、lりび故郷に居ることはなかった、

とイムえられるという。

1rLの『雨森芳洲閲係質料調査用告．別　によれは、「雨森氏は湖」との名族で、

家系匿lに依ると和田をも祢し、いうれも橘拙こ出で、先桐は戦し即▲f代浅J射こ

イ1えたが、主家没落とともに家運が傾いた。初1父定圧循清房は常帖ll、旧聞の井

「河内守正利に禄川「lイlで抱えられた。父清納ははじめ源／1三衛「】り清之のち加兵

衛清納僕と改名、帰郷し、余呉Ill之郷にイ†んだ。後、京都に出て妹の婿のJl問

屋田中五郎兵衛宅に傍し、柳利とlJL、医を業としたく〕貞ワ元咋（1684）殺し

た。弟の柳仙、つまり芳洲の叔父も医欄士なり彦根に任した。ス洲、缶は俊良、

のち浦上義誠の　ノ」′を賜り誠柄とア．乗った。，ノ／は什l陽、通称、東ナ1郎、東との

みも称した。芳洲のほか、繭窓・‾「．rl制空・校斎・衆家軒なとの別l；がある。芳

洲の弓は橘姓に「11来、柄窓もrUH康である。尚削げ量りは『叫．fr』を出典とする

ゆえ、その奉ずる儒学思想に基っくことは明らかである。これに刺し、煤斎・

衆家即はそれとは対肌的尤老荘思想への共感に山来しよう。∪ら選んだ号のみ

に絞っても既にそこに片洲その人が猥く映し州されている思いがする」と述べ

られている。

晩年、齢80を越して長お院の筋l小、の「余聞家」という隠居所で週こしつつ、
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和歌の研究をはじめ『古今和歌集』千篇読みと和歌一万百詠草を志したり、

『万柴集』の研究にも励んだという。芳洲著の『芳洲詠草』16巻には、「やつれ

ても　一本松の　常盤にて　今もかわらぬ　志紀のふる里」の和歌が残されて

いる。芳洲が現在の滋賀県伊香郡、即ち湖北、近江の国出身であることは揺る

きないであろう。

1924年（大止13）、ガ洲は従四位に迫隠され、1980年（昭和55）10月、厳原

町長寿院において芳洲225年祭が挙行され、1984年（昭和59）には向日町に

「雨森芳洲俺」が開館され、今日の「高月町乗アシア交流ハウス雨森芳洲庵」

に引き継がれている。

1748年（蔓延元）81歳にて隠居し、1755年（宝暦5）止月、対馬民日吉の別

荘にて一斯88歳にて死去し、当地の長寿院に埋葬される。

3．解題『交隣提醒』

本稿で扱う『交隣接髄』は、1728年（享保13）、雨森芳洲が61歳の時に対馬

藩主宗義釦こ献じた朝鮮外交の心得書で、格調高い内容を有する方洲の代表著

作の一一つであることは既に言及した。現在、高月町立観音の里歴史民俗資料館

に保管されている芳洲会所角の『交隣提醒』はあまたの雨森芳洲関係資料の申、

重要文化財に指定されている

ところで、芳洲は1685年（貞亨2）頃、江戸に出て儒学者木下順庵の稚執こ

入門、1689年（元禄2）、22歳の時、師の勧めで対馬師こ仕え記室（記録、苫

記をつかさとる官吏）となり、1689年（元禄11）に朝鮮御用支配役の佐役（補

佐役）となった。1702咋（元禄15）2月には朝鮮に派遣される参判便の都船上

（副使格）として初めて渡海、釜山倭館に赴き、翌年（1703）9月、学問稽古、

即ち朝鮮語の本格的な研究のため釜山の倭館に滞在しつつ、日本人による最初

の朝鮮語学習井として著名な『交隣禎知』を著した。翌年（1704咋）11月、朝

鮮留学より帰国、その覗年（1705）4月から11月まで再度、学問稽〟のため釜

山に渡海している。171川（止徳元）5月、朝鮮通信使粥礼の改革を伝えるた

め朝鮮に派遣され、同年8月には、来「＝Jた「第8次朝鮮通信使」の員文役即
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ち、外交交渉と文器作成をっかさとる円更としてrl戸にIJJ行、1713年2月には

参判便都船主として釜山に赴きr［肝7ノ＝こ帰国している。1719年7月、芳洲52

歳の時、第9次朝鮮通信使が来日の折、貞又役として巾び江戸にl司jJL、同通

信使製述‘白の中経翰と交流、翌年の1720年10月には朝鮮匡LL洲加）慶賀参判使

郁船主として釜山に渡海したが、翌年の1721年71］、朝鮮万佑役を辞化した。

のち、1724什10月、芳洲57歳の時、対馬藩主の御川人を仰せ付けられたが、2

年後の8m御用人を免じられ、裁判役、即ち現在の渉外委員のような立場に

就く。

この頃、1725ノ」5月には新井∩右が69歳で死去、翌年には荻／＝甘裸が63歳で

死去、対馬藩濡の松浦電沼が52歳で死去するなと、芳洲にとっては人生そのも

のを深く考えさせられる時期であった。そんな折、1728（封呆13）叶、芳洲61

歳にして［J身の長咋の対朝鮮外交に携わった体験を、対朝鮮との友好と親善を

期して『交隣提醍』を言己録したものと察せられる。

翌年の1729年（早保14）3月、62歳の雨森芳洲は公作米年限交渉の裁判役と

して釜111に派遣され、翌年10月にその什務を終え札［引こ帰国している。これが

最後の渡海であった。

現在、イムえられている『交隣提隈』には5樺の黒木（棚滋賀県高月町の「雨

森芳洲文犀所蔵本l②「東京大学史料編纂所所蔵本」③対偶の旧蔵原町の「中

央公民館所蔵本」④韓国の「韓国国史編纂委員会所蔵本」（説「矧朝訃■（小火博

物館所成木」）がイ云わる。

次に、まず、城川「高月町立観音の里歴■吏民浴門料師所蔵」で「芳洲会」所

打にして、重要文化財に指定されている「雨森芳洲文庫所蔵本」の『交隣堤醍』

について考察しよう。

本書の体裁は、257cm〉く195cmで、76張紙の桔紙、債綴冊子製、堅張、紙綴

四針眼で原表紙は茶地。外題、内題とも“交憐提蛙”とある。奥割こは、“享

保l　一年戊中叶l　月　＿rll、雨鹿央Jl郎”と占己され、原装見返いこ“rこtJ森朗

允と鵬海が、l丘書されl自筆◆’とある。閃みに、臓允は芳洲の良男であり、鵬海

（1698～1739）は芳洲の二代日清ノ」の稚弓である。つまり殿允も鵬海も同一人

物である。
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先の「芳洲会」は昭和62年春、本史料を底本にして『交隣提醒・抜粋・現代

語訳』を45日の冊子にして刊行した。因みに本．［‡は公刊されていないく〕木方の

前苫さのようなところに、次のように記されている。参考のためにそのまま列

挙してみよう。

・1石十川段に分かれた本文中から十五段を選び、現代語文を添えました。）

し用二洲刊堤よりお伯りしたガ洲直筆全文のコピーを更に50％紆小コピーし

たものをl段に置きました。

∴現代語文のテキストとしたのは原文を活字になおした「雨森芳洲全集」

l靴両人′羊東西学術研究所棚了でう。

・＿）原文の．．酬貞の並び通りに読み卜しましたので、当時と」混在の構文の違い

文・、：一一感闇のちかいもあり、すんなり読みヰいところもありますが、語川頁

としてはこの通りです。

り全くの素人の読み卜しであり、又、□分で調べうる限りの柱も加えまし

たが、はなはだィ、l分なものです。誤りも多いことでしょうが、お許し

ねがいます。（上西）と、ある。

次に、冗長ではあるが、次頁の「発刊にあたり」の文芸から抜粋してみるこ

とにLよう。

芳洲会が丙興され、早くも　耳Hを迎えようとしています。恒例の研修会、

総会の持斯となりました。今までは、高名な先／Tカにこ弧議をお原臥、して、朝

鮮を111心とした東アシ了を舞台として活躍された芳洲光／1▲の教育者、思想家、

繹1サ家、そして日本の第　線の外交家としての概要を啓発していたたいてまい

りました。勿論、ゝ里寺の朝鮮の大学者でさえ、言繁を極めて感嘆した程の芳洲

先也のこと、その暑．11たるや漢籍からの・Jlmあり、朝鮮語の摸了表現ありで、

極めて難解であります。L川刃でも、これ程の詳紬廿っ膨大な梓典はないと言わ

れている人情館の「人漢和l辞典」にさえ載っていない言葉が数多く使われてい

ます。それでは、との古書がいいのか、1ヒ煩的分かりやすくしかも今、時間を

かけずに提供できるテキスト的なものはと検討した結果、ヰいにして、上西氏

の「抜粋、現代言合訳、交隣提桝」が、格好の教材でありますので、これを複製

Lようということになりました。（中略）京都入学教授＝Ⅲ「昭先生は、「不朽
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の名普」と激賞されています。上狛こ内外からこの本のこ番望むあり、とりあえ

ず訳本を発刊することにいたしました〕この訳本の発伸こあたり、l＿両氏のこ

了解を得るため、俣楢人千束幽研究所なとにも問い合わせをいたしましたが、

氏名、住所とも確認できまセんでした。なお、苦†の石目をさせていただきま

した。ここにお詫びして、お詔Lを得たいと思いまう。川噸）椚和62年番

芳洲会R澤義夫’’とある。）

次に、韓国の「韓川対係史学会」から原婁1主を現代蛤l刃語で1二r」行された『訳汗

交隣握酢』（韓l関係史学会編、国γ資料院刊、200川2日初版発行）を見て

みよう。

本書の先日辞（・韓国語文）には概ね次のように。己されている。
“まず、「韓日関係史学会」が1992咋に設＼’／されたこと、本吾の棚了が韓日

俣l係史分野の基礎研究に多く外部㌧をなすで虜ろうとの期1のもとにrr」子」され

たこと、交憐捉酢』は．lf休と文体がとても難灘lノで、また日本でも訳注本が末

Ilj行であること、このような状兄射）申で、我が研′先君の数年問に口る情熱と労

片によって訳rl本が棚了されるのは実に意義深いことだと言わさるをえない’

（日本語訳は∧巨石）と、記述されている。

一〟、本妻の序文（韓国語文）には概ね次のように記されている。

“今から101輔jの1990年、、l佃、慮泰愚大統領か日本の国会で、未来志向的

な韓∩関係の構築を力説しなから紹介した歴史的人物は仙でもない日本の近Ilt

の思想家雨係浅洲であった。日本の煙史卑門豪であ←）てヰ）、いわゆる近臣日本

史の専門表でなければよく知りえないはと、日本のHl勺でも人きな目口を浴び

てこなかった被の思想を韓闇の人統領が日本のl■」会議Hを柚けに紹介したのは

一大事件であった。Irl森芳洲が　体調であるかよく黒目らなかった新聞記者が少

なかったとの後日談を見ても、1時J）日本人たちがずい分、1惑したことはた易

く推察できることである。彼の想悪が当時の11本、特に対馬島の利益を代弁す

る立場に身を閃くのでそうなのか、最近まで雨森榊・卜lは韓上†の史学会でさほと

rlRされなかった。したがって、学会はもちろん、一般の人々に広く知られて

いない芳洲の葛作物をl玉lト加こ紹介すること廿休が意日加）あることである。朝研
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時代の対外関係は事大と交隣を軸としていた。ここで言う事大とは、時代によっ

て異なろうが、だいたい明国やr胴を指す。そして隣国とは、日本をはじめ女

真や琉球なとを指すことは言うまでもない。したがって、朝鮮時代の来日】政策

の基本をなしていた「交隣」の問題を解明することなく日本との外交はもとよ

り、貿易や文化交流なとを理解しえないことは明白なことである。このことが

まさに我々が『交憐提醒』の原典を読み、報国語に翻訳することとなった最も

大きな理由であった。”と、同書刊行の根拠を明確にしている。

続いて、「韓R関係史学会」が1993年6月、第1回の研究会を持ち、橙々の

検討の結果、東京大学史料編纂所所蔵本の『交隣捉醒』を底本にして毎回10名

ほとの参加者のもと、毎月2・3回の原典読解研究会を尋ね、1994年の6月の

最後の研究会まで都合24回の『交隣提醒』の輪読会（軒国人学帯13名、日本人

学舌1名＜池内敏＞）を開催したという。ところが出版には費用の問題や個人

の人事に関わる陸路なと、種々の痛みと悶々とした葛藤の中で発刊に空ったよ

うである。作文の木尾には“最後に我々の多くの努力にも関わらず、解決しえ

ない誤謬がないかと怖れる。日本人にも難解な近世古文井の書体と文体で編ま

れたのみならず、当時の韓日関係と関連した専門用語なと、また方洲が引用し

た古典文句なとに対する脚注を伺することが容易でないせいか、日本でも未だ

に『交隣提醒』の翻訳書が出版されていない状況である。我々としてもこの点

を充分に考慮し、出版を巡り少なからずの悩みと葛藤を経た”と率直に述へら

れている。

ところで、先に言放したように、『交隣提醒』には5柏の異本が存在する。

光の「韓日関係史学会」刊の序文の記述によると、韓国に現存するl玉l立中央図

・lf陀所蔵本と韓国国史編纂委員会所蔵本をも比較、検討した約果、雨森ガ洲の

長男である雨森鵬海が由接筆写したと思われる雨森芳洲文庫の所蔵本を底本に

したとある。

次に、筆者（呉）は、韓国国史編纂委員会所成木の『交憐提拉』を底本とし

て原典の現代円木語訳に努めた。訳出の過程で、芳洲文体所蔵本の『交隣提醒』

とは内省的に見て、模下表言己、単語なと、人中の相違があることが判明した。
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次に、筆者が韓国国史編纂委員会所蔵本の『交隣提醍』を入手した過程を述

へておきたい。それは、本務校から海外研修の資格で韓国に滞在申（1997年9

月～1998年7月）、韓国南部の告州巾にある国立慶尚大半校での研究の傍ら、

1998年1月23Rから27日まで、韓匡＝まソウル特別市近郊の果川市に位置する

「韓国国史編纂委員会」庁舎を訪ねた。Id庁舎への訪問日的はlti森芳洲に関す

る史料収集である。同委員会には、約3月点の「札焉島宗家文．ヰ記録」か保管

されており、朝鮮後期の日韓関係史の研究にとって重要である。同付会にて念

願の未公開史料の雨森方洲著『交隣提醍』をマイクロフィルム撮影によって、

同年1月25日に入手した喜びはひとしおであった。なお、同史料の入手に際し

ては、当帖の李TLヲ委員長の特別な言1可と淑り計らいがあったことを特記して

感謝する次第である。

ところで入手したマイクロフィルム撮影の『交隣堤離』の1日には、「撮影

指示占」とあり、1994年9月のLIHで‘次きのことくマイクロフィルム文書撮

影を指示する’（韓国文）と国史編纂委員会資料管和室良宛の一文に始まり、

撮影文書か「封属島宗家文書」であること、使用カメラは、「富士M2」、使用

フイルムは「35％」、捉影日時は、「19949」と明記され、次点目の撮影R録に

は、図書名が『交隣提醍全』1728年（英祖4、享保13）17×235、と記載され

ている。

以上のことから、顎石が入手したIGj史料は筆者がl司委員会を訪問した以前に

マイクロフィルム撮影されていたこと、雨森芳洲文庫所蔵本『交隣提醒』が76

張紙の楢紙、袋綴冊子装、判張、紙綴門針眼、原表紙茶地、外題、内題とも交

隣握畦、原装見返しに、雨森朗允と鵬海が、瞳．毒され小筆と記録されており、体

裁が257×195であるのに対して、鯨岡国史編纂委員会所蔵本『交隣提蛙』は、

雨森芳州文庫所蔵本『交憐提醒』とは明らかに相違する。それは、韓国国史編

纂委員会所戚本『交隣提醒』は川斜眼61張の縦線罫紙12行の俵緩冊1二装である

こと、奥掛こは、享保卜二的尤申十一月什日雨森東九郎撰、と記録され、各袋

綴中央の下段には「菰涯堂」の三字が確認できることである。したがって、r司

所蔵本は、当日－■f、「菰帰萱」なるところで作成された用紙を用いて記録された

ことが分る。また、本コ1の最後の部分には、「交憐提畦」に続き「軌鮮風俗之
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事」（ヒ張半）と「武器之事」（一張）と言己徹されて『交隣提醒』が終結すると

ころから、記述の「雨森芳洲文庫所蔵本」、「中央公民館所蔵本」、および「輯

11柑立中央博物館所成木」とは異同があることが分る。

『交憐酬昼』の・lj誌に関しては、現在伝わる5樺の版本の耶Jの脚月が今後

の．課題となろう。

なお、本稿は引き続き、次号より“原典『交隣捉醗』についで、・・現代語訳

『交隣揖酢』”、“おわりに”と、順次論述する予定である。
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